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　我々は日常生活において、意識するしないにかかわらず、場面や役割、地位に合わせて態
度や行動を変えている。つまり「役割を演じている」のである。ユング（C.G.Jung）はこ
れをペルソナと呼んだ。日本語で仮面である。彼によれば社会に適応するために身につけた
表面的なパーソナリティのことである。役割はさまざまで、家では夫や妻や兄弟を、学校で
は学生や生徒や教師を、社会生活ではその場の状況に応じた役割を、演じるための仮面をつ
けて過ごしているのだという。子どもでさえいくつかの仮面を持っている。長じるに従い、
仮面の数は増えてゆく。つまり人は社会生活を営む上で複数の仮面を使い分けその仮面を顔
としている。その時の顔を自分の表現として、また他者の認識として使用している。社会に
向ける自己の窓は仮面の顔である。ユングは言及しなかったようが、仮面をかぶるためには
基になる顔が必要である。人の自我は果たして仮面上に投影されるのか、それとも本来の自
己が現れる地の顔というものがあるのだろうか。自己の表出はどの（どこの）仮面に投影さ
れるのだろうか。あるいは知らずに本来の自我がどこかの仮面に投影されるのだろうか。自
分自身でその自覚はあるのだろうか。自己は仮面によって変わるのだろうか。
　SNS などコミュニケーション手段の驚異的な発達により、他者の顔を見ないでも情報の
やりとりが出来る時代である。仮面の役割も変わってきているであろう。そこで本学学生が
その自己の表出である仮面をどのように捉え、認識しているかを調査することとした。仮面
か地であるかは別として、自己認識は自画像に現れるであろうと仮定し、代表的な心理検査
法の手法の１つである投影法＊を用いて、自画像と自己認識の関係性を考察する。（1）（2）本稿
はその分析の第一報とする。
＊投影法は投映とも表記されるがここでは投影に統一する。

投影法による大学生の自画像の研究（１）
－－仮面との関わりについて－－

人文・社会科学系　渡辺 昭彦

　はじめに

　方法

　本学学生に対して、以下の手順で調査を行った。
課題：「Person Drawing Test における自画像を用紙の○の中に描き、質問に応えなさい」
質問１．「絵の心理学的に意味があると思われる特徴を３つあげなさい」
質問２．「質問１の特徴の心理学的解釈をしなさい」
各被験者には、縦長の楕円枠（90×75mm）の書かれた用紙が与えられ、枠内に自由に描画
するよう求められた。時間は約 20 分。なお調査に先立って学生には投影法人物描画検査法
の実施と解釈について、ごく簡単な説明がなされた。
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　調査は、平成 23 年度及び 25 年度、27 年度、28 年度の 4 回にわたって行い、
平成 23 年度（2010）　789
平成 25 年度（2012）　643
平成 27 年度（2014）　397
平成 28 年度（2015）　346
合計　　　　　　　   2175　の回答を得た。

　回答における表現は多彩であるが、枠のある解答用紙への描画ということから、以下の８
つのカテゴリーに分けて集計した。
1. 全身：枠内に全身以下股関節より上の人体が描かれているもの。
2. トルソー：枠内に人物のトルソーが描かれているもの。
3. 顔のみ：枠内に人物の顔のみが描かれているもの（生首がポンとおいてあるようなもの）。
4. 枠輪郭：枠線を顔の輪郭としているもの。
5. 複数人物：枠内に複数の人物が描かれているもの。
6. 意味不明：人物画とおぼしき描画がない、意味不明の記載。
7. 線画：針金細工のような、もしくは人体のパーツの著しい省略。
8. ブランク：枠内に描画がない、若しくは白紙。

　結果と処理
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表 -1　年度別・カテゴリー別度数

図－１　カテゴリー別割合（全体：合計）　凡例は上から度数百分率の多い順である。

１. 年度別集計結果のカテゴリー別度数とカテゴリー別合計数を表―1および図－１（百分率：
昇順）に示す。
年度別集計の円グラフは年度による差が殆ど無いため省略する。
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２. 次に各カテゴリーの典型的な描画例を図 2-1 から図 9-2 に示す。なお図には、質問１、２
の解答も含まれている。

図 2-1　全身 図 2-2　全身

図 3-2　トルソー図 3-2　トルソー

図 4-2　顔のみ図 4-1　顔のみ

図 5-2　枠輪郭図 5-1　枠輪郭
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図 6-1　複数人物 図 6-2　複数人物

図 7-1 線画 図 7-2　線画

図 8-1　意味不明 図 8-2　意味不明

図 9-1　全身像　横向き 図 9-2　トルソー　暗いトーン

３. その他　独特な特徴を持つ描画を２つあげる。
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全体傾向
　本稿の目的は、多くの事例を集めて類型論的に集計しパーソナリティの査定に供すること
ではない。
　他のアセスメントとバッテリーを組んでいるわけではないので査定は出来ない。同様に、
描画された自画像が、仮面（調査場面に応じたペルソナ）であるのか、むき出しの自我を表
出した地であるのかも問題にしない。学生の自画像がどのように描画され、その表象が本人
にどのように認識され、どのような傾向があるのかを現象として捉えて、考察することとした。
　１. まず大雑把に 8 つのカテゴリーに分けて集計した結果、カテゴリーの割合に年度差は
無かった。大災害などは ( 例：2011 年に東北地方太平洋沖地震により東日本大震災が起こっ
た )、トラウマ調査などとは異なり、自画像に対する影響はうかがえない。全体傾向が示す
ように、自画像描画としての自己イメージは、順に全身像、トルソー、首から上、に主に存
在すると考えて良いだろう。
　一般に次のように、描画像には様々な表象が現れうることが知られている。(3)

　結果と考察

　描画像の特徴が上記のどの表象を具現しているかに留意しなければならない。
２. 実際の描画像の例は各カテゴリーから抽出した図 2-1 から図 9-2 に示すとおりである。
　今回は詳述しないが、設問１で自分の書いた自画像の特徴をあげ、設問 2 でその心理的
解釈を記述してもらった。描画像の本人評価であり自己認識でもある。絵の巧拙はあるにし
ても、自分の書いた像であるので、表現したかったところ、表現したくなかったところなど
を、少なくとも自分では把握しているはずである。全体を通してこの本人評価は、像の特徴
をかなり的確にとらえているといえよう。詳しい解釈に関して、心理学の専門家ではない学
生に責を負わせるのは無理があるものの、自分なりの解釈としてはなかなかうがった記述が
多い。明るい色調の絵では内心の明るい気持ちが表現されていることを記述しているし、意
味のありげな影のつけ方には何かのライフエベントがあったことを示唆するような解釈がな
されているようだ。つまり表現された自画像には、かなり書いた人の本音が投影されている
と思われる。換言すれば調査向きの仮面を敢えて描画し、うがった解釈を述べているとは考
えにくいということである。仮面を書いてもっともらしく述べている場合は、何らかの防衛
機制が働いているとも思える。但しその場合、本人が自覚しているかどうかも不明であり、
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それを推測する意味もないだろう。
　学生には本法に関する方法・解釈について、描画位置、大きさ、事物が書かれた場合の重
要度・好悪（一般に上方に書かれたほど重要、好きなど）の意味などの知識を与えた。２～
３の例示も行った。事前の知識が描画に影響を与えたかどうかは判然としない。多くの学生
は描画用枠の中央にそれなりの大きさとタッチで描画し、周りに事物を書き加えた例は数％
に過ぎなかった。事前に例示した絵に酷似したものが数例見られたが、事物がユニークであ
るため、例示の模倣ではなくオリジナルの描画と解釈した。知識による作為の有無は判断で
きない。

事例（ケース）について
１. カテゴリ分けで、枠輪郭、複数人物、線画、意味不明は少数派である。ここにそれらの
解釈を試みる。
　①枠輪郭：図 5-1 ～ 5-2 のように、○の中に自画像を描けという指示に対して、自画像と
はを自分の顔（face）だと思い込み、枠線を顔の輪郭に見立てて描画したものであろう。福
笑いのように顔のパーツをいかに配置するかで各人の工夫が現れている。殆どは正面画像で
あり、横顔はただ一例であった。
　②複数人物：自分を中心に家族、友人、と関連する事物を配置した絵が多い。図 6-1 では
現在の自分の状況が積極的に明るく表現されている。一方、図 6-2 では現状若しくは近い過
去が時系列的に表現され、両親との関係とその解釈などが記述されている。複数画像には物
語性の存在が示唆されよう。
　③線画：曖昧模糊とした人物の輪郭だけ描いたものは図 7-1 に代表される。典型的な線画
は図 7-2 である。自分に自信が無い、知られたくない、などの自己開示への抵抗感からこの
ような描画像を表出しているのかもしれない。多くは自己の隠匿を意図してこのような絵を
描いているようである。
　④意味不明：これが自画像なのと疑いたくなる描画例である。図 8-1 は自我が人物像とし
て昇華しておらず、さまざまモノの集合として表現されたものか。「好きなものがたくさん
ある」「物事のシュミがぶれにくい・安定している」と自己解釈に書かれているので、それ
なりに安定した心の持ち主かと思われるものの、自己像を１つに統一して表現できない幼稚
さは否めない。図 8-2 はまさに意味不明。記述も描画像の解釈になっていない。心の葛藤そ
のものなのか、アートなのか、不明の典型。
２. 典型的なカテゴリ分けをした中での気になる事例を特例と呼ぶことにする。
　特例①　図 9-1 全身像　横向き：横向きで体育座りの絵は珍しい。顔は丁寧に書かれてい
るものの、手足は大雑把である。この角度の絵をあえて書く理由が知りたい。自己記述に「体
育座りをしている」⇒「腕を足で抱えているため閉鎖的である。外部から身を守っている」、「身
体の大きさ」⇒「全体的に腕や足が細いため、力が無いと意識している」、「手や足など細か
い部分を描いていない」⇒「大雑把である、あるいはそれらにコンプレックスを抱いている」。
この学生の自己分析は鋭い。きっとそうなんだろうな、と人物像が目に浮かぶ。
　特例②　図 9-2　トルソー　暗いトーン：ムンクの「叫び」を彷彿とさせる絵である。黒
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く塗りつぶされた背景、まったく空白の顔面。この学生は、どんな経験をしたのか、いつ、
どこで、何があったのだろうか。自己記述は、「顔を描いていない」⇒「顔にコンプレック
スか顔にまつわるなにかがある」、「背景が黒」⇒「自分が嫌いなのかもしれないが、心に何
らかのなやみや不安がある」、「自分を真ん中に書いていない」⇒「いつも、家庭とか、友人
の輪の中でも自分は下ではないかと考えてる」。
　心の闇を正直に表出している。うまく対処できているのかなと心配になる。

　以上のように、１つ１つを詳細に吟味すると、自画像の持つ病理が明らかになる学生もい
ることが分かる。今回はこれ以上の追求はしないこととする。

仮面とパーソナリティ
　仮面が表面的なパーソナリティを指し、場面に応じて付け替えるものだとしたら、我々の
パーソナリティは非常に流動的なものとなる。つまりレヴィン (K.Lewin) が唱えたように、
B = f (s) = f ( P･E )　　B:Behavior、ｓ：life space、P:Person、E:Environmnet
という力動論的式が成り立つことになる。仮面を登場させれば、
B = f ( P･E･p )　　p:Persona
となる。
　権威と服従に関するミルグラム実験（1963）や看守と囚人の役割に関するスタンフォー
ド監獄実験（1971）などを鑑みると、人の主体性は非常に環境依存性が強いと思われる。
まさに仮面次第でパーソナリティがいとも簡単に変容するということだが、いかがなもの
か。（6）(7)（8）（9）（10）

　今回の自画像描画に関して、学生たちは意外と素直に、仮面に隠れることは少なく、地の
顔をさらしてくれたような印象を受ける。欲目だろうか、仮面の使い分けが非常に巧みなの
だろうか。

今後の検討事項
１. 本稿では大雑把なカテゴリー分類以外の詳細な分析は行っていない。今後検討すべき事
項として、個々の描画像の細部に着目した下位分類があげられる。
　列挙すると、

写実・漫画、濃淡・陰影（色調のトーン）、描画線　太い・細い、丁寧・乱雑
表情の明・暗（怒喜思悲憂恐驚）、人物：単数・複数、方向、人体パーツの有無、
描画枠内の位置や大きさ ( 割合 )、姿勢（立位、座位、前・後・側面）

　後ろ向き、顔がない、目がない、黒目がないなどのネガティブな特徴は、明らかに何かを
隠したいという願望がうかがえる。この場合は特徴と記述との照合が大事である。
　また、設問に対する記載事項として、	
簡潔・詳細、コンプレックスへの言及、身体面・精神面　などに着目したい。
　描画の素直な解釈として、描画像と設問への回答を見る限り、客観的にも、主観的にも納
得がゆくものとなっていると思われる。つまり学生はそれなりの自己像のイメージを持ち、
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それを自画像の描画としてかなり的確に表現していると受け取れる。
　平成 23 年の学生約 780 名に関しては、自画像の描画と同時にエゴグラムの実施も行って
いる。両者の関連性を調べることも可能だが、主題である仮面とパーソナリティの変容との
関連性は希薄であると思われるので、本稿では取り上げない。

仮面関連事項
　最後に蛇足ながら「仮面」から連想される事項を挙げ、理解の一助としたい。
１. コミックとドラマ
　『アイ ’ ム ホーム』：近しい人の顔がのっぺりした空白に見えるようになってゆくという
石坂啓による日本の漫画。1997 年7 月から 1998年 12月まで「ビッグコミックオリジナル」（小
学館）に連載された。（5）2004 年に NHK 総合テレビジョンで『アイ ’ ム ホーム 遥かなる家路』
のタイトル、2015 年 4 月期にはテレビ朝日系で、『アイムホーム』のタイトルでテレビドラ
マ化された。心的トラウマによって視覚系に影響が出るサイコソマティックな現象が漫画や
ドラマになる点に現代を感じる。
２. 映画
　『仮面ペルソナ』：「沈黙」のイングマール・ベルイマンが製作・脚本・監督した 1967 年
制作のスェーデン映画。撮影はコンビのスヴェン・ニクヴィスト、音楽はラーシュ・ヨハン・
ワーレが担当した。出演は「砦の 29 人」のビビ・アンデショーン、舞台俳優で、映画には
初登場のリヴ・ウルマン、「愛のレッスン」のグンナール・ビヨルンストランドほか。神の
存在を問い、人間の内面を凝視し、時には内面を冷たく鋭利なナイフで抉るような痛みも覚
えるけれど、なぜか惹きつけられる。感動するというのとは少し違う、別の力で見るものを
捉えて離さない魅力がある（あるブログの言葉）。（11）

３. 小説
　「仮面の告白」　三島由紀夫　
“ 永いあいだ、私は自分が生れたときの光景を見たことがあると言い張っていた。それを言
い出すたびに大人たちは笑い、しまいには自分がからかわれているのかと思って、この蒼ざ
めた子供らしくない子供の顔を、かるい憎しみの色さした目つきで眺めた ”。(4)

という冒頭で始まる三島の二作目の長編。分裂気質で自己破滅した作家の自我の投影され
た、まさに彼の仮面が執筆させた小説と言えよう。
４. 音楽

「仮面舞踏会」　少年隊
少年隊のデビューシングル。1985 年 12 月 12 日発売。オリコンチャート 1 位。
♪　SHY な言い訳　仮面でかくして
踊ろ踊ろかりそめの一夜を

（以下　略）
　本心を隠して、お出かけのパーソナリティを仮面に託したという歌詞。冒頭の数小節のみ
を引用する。
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結語
　投影法の一手法である人物描画法を用い、本学学生を被験者として自画像を描いてもら
い、自己イメージがどのように投影されるのかを検討した。我々は日常生活において、心理
的な仮面をつけることで自我を守り、外的なパーソナリティを取り繕っていると思われる。
無邪気な自画像にどこまで本来の自我が投影されるか、また、それを自己評価した場合どれ
ほど正鵠を射ているかはまだまだ今後の検討課題であるが、学生が思いのほか、自己イメー
ジを自画像および解釈において把握している様子がうかがわれた。いずれにしても、われわ
れの日常生活は脆弱な自我を仮面の裡にひた隠して、波乱万丈の裡に過ぎてゆくのか、はた
また淡々と暮らしてゆくのか。時間のある時に自画像を描き、自問してみるのも一興かと思
われる。より詳細な分析はさらなる検討事項として、次稿にゆずる。
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